


和同開弥の出土状況

もみ

当初、和同開部(銅銭)� 1枚は、穀� 6

升(現在のお米にすると約1.8kg)と換

えられるという命令が出されていまし
みやこ

た。しかし、それが通用したのは都とそ

の周辺に限られ、地方では、依然として

お米や布などが貨幣の役割を果たしてしユ

ました。

奈良の都・平城京から遠く離れた千

葉県内では、今回の観音塚遺跡のものを

含めても、これまでに� 7遺跡から� 8枚(銀

銭� 1枚、銅銭� 7枚)が見つかっているに

すぎません。

当時、下総の国と呼ばれていた観音塚

のムラ周辺でも、はるばる都からもたら

された和同開称は、「咲く花のにほふがご

とく」と歌われた平城京の華やかなよう

すや、都の文化の薫りを感じさせるもの

として、人々に珍しがられていたと思わ

今から約� 1万年前、長い氷河期が終 ための尺度として利用されています。

わると気候はだんだんと今のようにな 各時期にそれぞれすばらしいものが

り、気温の上昇とともに陸上の氷や雪 ありますが、その中からここでは後期

がとげて海面が上昇しました。 の土器と土偶を紹介しましょう D

そして、大陸から完全に切り離され 曽ぞ谷や式土器

た日本列島に、新しい独自の文化が生

まれ育ちました。 こののち弥や生よい時代が

始まるまでの約8千年間を「縄文時

代」と呼びます。

<土器の発明� >

石で作った道具が中心の旧石器時代� ¥¥ 

干普通貝塚Z 
から縄文時代になると、様々な材料で

道具やアクセサリーが作られました。

中でも私たちを驚かせるのは土器の発

明です。土器の発明は、人類が物の化 バランスの取れた壷型の器形と手書

学変化を自覚的に利用した最初の出来 きの文様がとても美しく、 今見ても、

事として画期的ですロ とても加東されています。

そして「土と炎の芸術」と呼ばれる 山形土偶

焼き物の歴史が、土器の発明とともに

始ま ったのです。(ね粘ん土どを焼いたものに

千葉市中央区千葉寺町にある観音塚

遺跡で、奈良時代の住居跡から、わが国
かへい わどうかいちん

最古の貨幣「和同開郎J (銅銭)が出士し
ちんかい

ました。錆
き

びて「開」と「称」の文字が

読みにくく、全体がわずかに曲がってい

ますが、完全な形をとどめています。

和同開亦は、唐の開元通宝という貨幣

にならって、和銅元年� (708年)に発行さ

れました口はじめは銀銭がつくられまし

たが、銀室長は翌年廃止されました。一方

銅銭は、その後50年ほど使われた奈良時

代を代表する貨幣といえます。

X線写真を拡大して着色したもの れます。(山田貴久) は、 土器のほかに土偶などの土製品も

比べてみると� 25.0mm 直径� 23.5mm あります。)
1.48mm 厚さ� 1.55mm 
2.3g 	 重さ� 4.5g 土器の発明は人々の食生活に大きな

変化をもたらしました。 煮炊きができ

るようになり、これまで食べられなか

ったものが食べられるようになった

り、これまで以上においしく 食べられ

るようになったのです。

手賀沼を北に見下ろす沼南町泉という高台に石揚遺
いしあげ

跡があります。この地は 粘土をこね、 焼いて作られた土器の

現在では手賀の丘少年自然の家となっています。 一つ一つには術性的な形や文様が見ら

発掘調査は平成元年から行われ� 2万年以上前の石器製作跡
あと

や縄文時
じようもん

代前期� れます。(何といっても一つ一つが手作

(5，000年ほど前)の集洛などたくさんの溺 蕎を発見しました。 りなのです。� )
やよい

中でも、弥生時代の終わりごろ(1，700年前)の方形周溝墓と呼ばれる墓を� <縄文土器>

5か所調査しました。これらは中央に掘りくぼめられた墓穴を溝で四角に囲ん 縄文士.器は縄の文様が特徴的だった

だB信受で、大きなものでは溝の外側で図ると20mを超す例もあります。畳
たたみ

2枚 ために名前がつきました。でも、 縄文

分で先祖代々の墓といった今のお墓と比べるとその大きさに驚かされますね。� 土器と一日に言っても、 時期や地域に

右の写真は、その溝の中から見つかった査形をした弥生土器です。博物館な よって形や文様の付け方に変化があり

どでよく見かける縄文土器と比べると 非常にすっきりしたプロポーションを ます。その特徴から、古い方から草創

しています。でもよく見ると口の部分だけを分厚くし その部分や肩には細か 期・早期 ・前期・中期・ 後期 ・晩期の� 

い縄文の文様を入れたり、全体を赤く彩色したりしており、 当時の人々の美的 6つに区分けされ、 遺跡の時代を知る

センスをうかがい知ることができます。 (谷旬) 
2号方形周溝墓の土器(撮影・堀越知道)

頭部が山形に盛り上がっており、「山

形土偶」と呼ばれます。

腹部の突き出た姿は妊婦を表し、女

性が無事に出産し、 子供もすこやかに

育つようにとのいのりをこめて作られた祈

ものと考えられます口

わずか� 8cm余りの大きさにすぎま

せんが、 土偶は縄文人の様々なおもい

を私たちに伝えてくれているようで

す。 (山田孝雄)






